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(57)【要約】
　車両搭載のシステム内の排気ガスの汚染を制御するた
めの液体をポンプ送りするように意図された回転ポンプ
であって、ロータ（４）と、主内部容積を境界付ける壁
部を備え、かつポンプ用の出口パイプを組み込んだケー
シングに位置決めされるステータ（５）と、ケーシング
の主内部容積内に位置決めされる圧力センサ（２）と、
を備える回転ポンプ。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両搭載のシステム内の排気ガスの汚染を制御するための液体をポンプ送りするように
意図された回転ポンプであって、ロータ（４）と、主内部容積を境界付ける壁部を備え、
かつ前記ポンプ用の出口パイプを組み込んだケーシングに配置されるステータ（５）と、
前記ケーシングの前記主内部容積内に配置される圧力センサ（２）とを備える回転ポンプ
。
【請求項２】
　前記ケーシングが、液体を含まず、かつ漏密である１つのチャンバと、液体が存在する
１つのチャンバとに分離されることを特徴とする、請求項１に記載のポンプ。
【請求項３】
　前記ロータが、上方壁部（１’）を備える固定ハウジング（１）に収容された磁気ロー
タ（４）であり、前記圧力センサ（２）が前記ハウジング（１）の前記上方壁部（１’）
に締結される、請求項１又は２に記載のポンプ。
【請求項４】
　前記ポンプが、機械的ポンプ要素（９）及び前記磁気ロータ（４）の両方に取り付けら
れた回転アクスル（８）を備えることを特徴とする、請求項３に記載のポンプ。
【請求項５】
　前記ポンプが、前記ポンプ要素（９）及び少なくとも１つの電子基板（３）を取り囲む
フィルタ（７）を備えることと、前記ポンプが、下方チャンバ（１３）及びカバー（１２
）を備えるケーシングによって取り囲まれることと、前記下方チャンバ（１３）が、
　　－　前記ステータ（５）及び前記電子基板（３）を取り囲むシールされたチャンバを
、前記カバー（１２）及び前記ハウジング（１）と共に形成する上方部分（１４）と、
　　－　前記フィルタ（７）及び前記機械的ポンプ要素（９）を取り囲む下方部分（６）
と、
　を備えることと、を特徴とする、請求項４に記載のポンプ。
【請求項６】
　前記ハウジング（１）が、ねじ接続部（１５）を介して下方チャンバ（１３）に締結さ
れることを特徴とする、請求項５に記載のポンプ。
【請求項７】
　前記電子基板（３）が前記上方部分（１４）に組み込まれることを特徴とする、請求項
５又は６に記載のポンプ。
【請求項８】
　前記圧力センサ（２）が、測定要素（２”）及び電子基板（２’）を備えることと、前
記電子基板（２’）及び前記測定要素（２”）が前記ハウジング（１）に固定されること
と、を特徴とする、請求項３～７のいずれか１項に記載のポンプ。
【請求項９】
　前記圧力センサ（２）が、測定要素（２”）及び電子基板（２’）を備えることと、前
記測定要素（２”）が前記ハウジング（１）の壁部に締結され、前記電子基板（２’）が
前記ポンプを制御するための前記電子基板（３）に組み込まれることと、を特徴とする、
請求項５～７のいずれか１項に記載のポンプ。
【請求項１０】
　請求項９に記載のポンプが液浸される排気ガス汚染制御液体用のタンクにおいて、前記
ポンプケーシングが、下方部分に少なくとも１つの開口部を有するベルの形状の部分を備
え、前記ベルが、前記ベルの内面と前記フィルタ（７）の外面との間に環状空洞を形成す
るように位置決めされ、その環状空洞を介して前記液体をフィルタ（７）を通して吸い上
げることができることを特徴とするタンク。
【請求項１１】
　前記ポンプが、前記タンク内に液浸されたベースプレート（１１）に組み込まれること
と、前記ポンプケーシングの前記下方部分（１３）が、前記ベースプレート（１１）と一
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体に成形されるベースが設けられた略円筒状の壁部を備えることと、を特徴とする、請求
項１０に記載のタンク。
【請求項１２】
　水／尿素共晶溶液を使用するＳＣＲシステム（車両の排気ガス内のＮＯｘを選択的に触
媒還元するためのシステム）における、請求項１～９のいずれか１項に記載のポンプ、又
は請求項１０又は１１に記載のタンクの使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両に搭載されるように意図される回転ポンプ、具体的には尿素ＳＣＲシス
テム用のポンプに関し、本発明はまた、このようなポンプが装備されたタンクに関し、同
様にＳＣＲシステムにおけるこのポンプ／タンクの使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　２００５年に発効の重量物運搬車からの排気物質に関するＥｕｒｏ　ＩＶ標準に関して
、ＮＯｘ（すなわち窒素酸化物）による汚染を制御するための装置を導入する必要があっ
た。
【０００３】
　ほとんどの重量物運搬車製造業者においてＮＯｘ排出物を必要値まで低減するために使
用されるシステムは、尿素のような還元剤との選択的な触媒反応（尿素分解によって排気
ガス内にその場で生じたアンモニアを使用する「Ｕｒｅａ　ＳＣＲ」又は選択的な接触還
元）を実施することにある。
【０００４】
　このことを実施するために、尿素溶液を入れるタンクと、排気ラインに注入すべき尿素
量を計量するための装置と、注入すべき尿素量を計量するための装置に尿素溶液を供給す
るための装置とを車両に装備させる必要がある。一般に、供給装置は、モータによって駆
動される回転ポンプを備えている。
【０００５】
　車両には、他の液体ポンプ、例えば燃料ポンプ、微粒子等の排出物を低減するために燃
料（具体的にはディーゼル油）内への添加剤を直接計量し得るポンプを装備することが可
能である。
【０００６】
　これらの「車載」ポンプの共通の１つの特徴は、最適な効率のために（圧力及び速度の
両方に関して）、理想的にはポンプが限定されたサイズを有するべきであるという事実に
ある。これらのポンプは、一般に、任意の種類のモータ、好ましくは、動的シールの使用
を回避するために磁気的に結合されたモータによって駆動される回転ポンプである。
【０００７】
　このように、内容がこの目的のために参照により本出願に組み込まれている本出願人の
名義の出願である特許文献１は、磁気的に結合されたモータによって駆動される回転式燃
料ポンプを記載している。このようなポンプは、制御された液体流れを供給し、液体流れ
の流量と圧力の両方が制御される。供給される流れを制御するための１つの手段は、圧力
センサをＳＣＲシステム内に、ポンプ出口に取り付けること、及びポンプ出口の圧力が設
定点圧力値に従うようにポンプの作動を調整することである。センサは、ＳＣＲシステム
の供給装置内に取り付けてもよい。この種類の解決方法は、センサを装置に手動で組み立
てることを必要とし、したがって、追加の組立コストがかかる。
【０００８】
　代わりの解決方法は、圧力センサをポンプに直接取り付けることにある。この場合、悪
影響を受けるのはポンプ／センサアセンブリのサイズである。この解決方法は、ポンプ／
センサインタフェースにおけるシールに対する特別な注意を必要とし、液体がポンプの内
側からポンプの外側に漏れる危険が起こり得る。
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【０００９】
　特許文献２は、圧力センサを組み込んだ液体ポンプを開示しているが、前記ポンプの出
口パイプ内に、すなわち圧力が安定していない領域に組み込んだものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】国際出願ＰＣＴ／ＥＰ２００８／０５８９４３号明細書
【特許文献２】米国特許第５，１２０，２０１号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、サイズが縮小され、かつ上述の不都合を有しないモータ駆動式の回転ポンプ
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　この目的のため、本発明は、車両搭載のシステム内の排気ガスの汚染を制御するための
液体をポンプ送りするように意図された回転ポンプであって、ロータと、主内部容積（こ
こにロータ及びステータが実際に配置される）を境界付ける壁部を備え、かつ出口パイプ
を組み込んだケーシングに配置されるステータと、同様にポンプケーシングに、しかし出
口パイプでなく主内部容積に配置される圧力センサと（これらの２つの要素の各々はそれ
らの内部容積を有し、前記内部容積は互いに連通しているが、圧力測定は、ポンプケーシ
ングの主内部容積で、好ましくは出口パイプから離間した領域で、例えば、ポンプの出口
パイプと反対側の壁部に圧力センサを位置決め／固定することによって、実行される）を
備える回転ポンプに関する。
【００１３】
　圧力は、液体が存在するポンプケーシングの内部のどこでも概ね同一であるが、主内部
容積内の圧力が出口パイプの内部よりも安定していることを指摘する。同一の理由で、圧
力センサをポンプ入口に（又はその近傍に）配置しないことが好ましい。
【００１４】
　本発明によるポンプは、モータ、好ましくは磁気結合されたモータによって駆動される
公知の任意の種類の回転ポンプであり、その制御は電子的であることが好ましい（ＥＣＭ
すなわち電子制御モジュールによって管理される）。この実施形態では、ポンプモータは
、ポンプケーシングに完全に組み込まれ、非常にコンパクトなモジュールを付与する。
【００１５】
　このポンプに意図される流体は、通常の使用状態で液体であり（したがって、本発明に
よるポンプは液体ポンプであり、ガスコンプレッサではなく）、車両排気ガスの汚染制御
の関連で使用される化合物である。この液体は、例えば、微粒子フィルタ（ＰＦ）を再生
するために使用しても、あるいは排気ガス内のＮＯｘ成分を低減するために排気ガスに注
入してもよい。この種類の液体は、汚染制御が有効であるように非常に正確に計量しなけ
ればならず、安定した圧力測定の必要性が正当化される。
【００１６】
　ＰＦ添加剤の場合、この添加剤は、一般に、炭化水素ベースの溶媒の溶液内における、
圧縮点火エンジンにおいて重質炭化水素の不完全燃焼によって生成された固体炭化粒子の
低温燃焼用の触媒の組成物である。「重質炭化水素」という用語は、周囲温度において液
体又はペースト状である燃料を意味すると理解され、燃料の分子は９個を越える炭素原子
を含む。このような重質炭化水素の例は、ディーゼル型エンジンに使用できるガスオイル
として公知のオイルカットである。適切な液体添加剤の例は、炭化水素ベースの溶液中の
鉄塩及びセリウム塩である。具体的には、商標ＥＯＬＹＳ（登録商標）の下で入手可能な
溶液がＰＦにとりわけ適切である。
【００１７】
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　しかし、本発明は、車両エンジンの排ガス内に存在するＮＯｘを還元できる還元剤に特
によく適用される。還元剤は、水溶液内のアンモニア前駆体が有利である。本発明では、
尿素水溶液、具体的には水／尿素の共晶溶液、例えば、尿素含量が３１．８重量％～３３
．２重量％でありかつ約１８％のアンモニアを含有するＡｄＢｌｕｅ（登録商標）の溶液
により、優れた結果が得られる。本発明はまた、商標Ｄｅｎｏｘｉｕｍ（登録商標）の下
で販売されかつ約１３％のアンモニアを含有する同様に水溶液の尿素／ギ酸アンモニウム
混合物にも適用され得る。後者は尿素に関して、（－１１℃とは対照的に）－３５℃以下
で凍結するという利点を有するが、ギ酸の放出に伴う腐食問題の欠点を有する。
【００１８】
　本発明によれば、圧力センサは、ポンプケーシングの主内部容積に位置決めされる。ポ
ンプケーシングは、一般に、前記内部容積を画定する壁部から構成され、ポンプ用の出口
パイプを組み込み、ポンプの構成要素、特にロータ、ステータ、圧力センサ、機械的ポン
プ要素及び選択的に電子基板を取り囲み／収容し／保護する。「ケーシング」という単一
の用語を使用する事実は、上述の壁部を区分することを妨げず、具体的に、ケーシングは
、すなわち液体を含まずかつ液密である１つのチャンバと、液体が存在する１つのチャン
バとに分離されることが好ましい。
【００１９】
　本発明の好ましい一変形例によれば、ロータは、（ロータと共に回転しない）固定され
たハウジングに収容された磁気ロータであり、ハウジングは、好ましくはポンプの出口（
排出）パイプにシールして接続される。ハウジングは、上方壁部を構成し、本質的にシリ
ンダの形状を有する。このハウジングは、ステンレス鋼から製造される（適切な場合、好
ましくは尿素に対し優れた抵抗性を有するグレードから製造される）ことが有利である。
ハウジングはまた、有利には、尿素との接触に耐えることができるプラスチックから製造
してもよい。プラスチックは、例えば、ポリアミド（好ましくはＰＡ－６，６）、ＰＰＳ
（ポリフェニレンスルフィド）、ＰＰＡ（ポリフタルアミド）でもよい。
【００２０】
　ロータハウジングは、液体を含み、また一般に、エアポケットを含み、その容積は、製
品の圧力＊容積が一定であるように、ポンプ内の液体の圧力の関数として変化する。この
エアポケットは、排気されないが、この理由は、ロータとそのハウジングとの間の空間が
「開口部」を１つ有するのみであり（実際に、これは自由な液体表面を有する狭幅空間で
ある）、したがって、ロータハウジングの当該部分には油圧回路がないからである。圧力
センサがこのエアポケットに組み込まれる実施形態により、尿素が凍結して容積が増加す
るときに圧力センサを損傷する危険性を制限することが可能である。
【００２１】
　このエアポケットは、本発明の好ましい実施形態に従って、ハウジングの上方壁部の下
に一般に位置決めされ、圧力センサはロータハウジングの上方壁部に締結される。圧力セ
ンサのこの位置により、ポンプ出口の液体圧力の安定した測定値を得ることが可能である
が、上に説明したように、圧力はそこでは直接測定されない。ポンプ出口の圧力測定値は
、ポンプ出口圧力を調整するためにポンプのＥＣＭによって使用され、これにより液体が
、インジェクタの制御周波数、注入される液体の流量、及び排気ガスとインジェクタの開
／閉とによって引き起こされる圧力変動とは無関係に、ＳＣＲシステムをインジェクタに
送るためのシステムに安定した圧力で注入される。
【００２２】
　好ましくは、ポンプ効果（吸引／排出）は、回転アクスルに取り付けられた機械的ポン
プ要素を使用して本質的に達成される。回転アクスルは、当該要素の形状がその回転によ
りポンプ効果が創出されるようなものである要素を意味すると理解される。
【００２３】
　ギヤポンプが特に適切である。
【００２４】
　回転アクスルは、磁界の印加によって作動（回転）し得る磁気ロータに取り付けられる
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。「磁気ロータ」という用語は、ロータが好ましくは少なくとも１つの磁石を備えること
を意味すると理解される。この磁石は、単一の磁石でもよく、回転アクスルはこの磁石を
通過することが可能である。代わりに、磁石は、アクスルの周りに（好ましくは対称的に
）位置決めされる複数の磁石でもよい。
【００２５】
　本発明によるポンプは、磁界を前述のロータに印加するためのステータを備え、このス
テータは１つ以上の磁気コイルを備える。ステータのコイルは、そのハウジングを介して
ロータと直接接触している。液体は、ポンプに吸い込まれ、ロータのハウジングの内部で
循環し、液体は、ロータと接触するが、ステータとは接触しない。
【００２６】
　これらのコイルのために電力が供給され、ポンプの制御は、前述したように好ましくは
電子的に管理される。したがって、本発明によるポンプはまた、１つ以上のプリント回路
基板（電子基板）を備える。
【００２７】
　一般に、ポンプは、好ましくは機械的ポンプ要素を取り囲むフィルタを備え、これによ
りポンプがこのフィルタを通して吸い込むとポンプは不純物から保護される。
【００２８】
　ポンプは、下方チャンバとカバーとを備えるケーシングによって取り囲まれる。
【００２９】
　本発明の好ましい一変形例によれば、下方チャンバは上方部分を備え、この上方部分は
、カバー及びロータハウジングと共に、ステータと電子基板とを取り囲むシールされたチ
ャンバと、ロータとフィルタと機械的ポンプ要素とを取り囲む下方部分とを形成する。
【００３０】
　この変形例によれば、ロータハウジングは、例えばねじ接続部を介して下方チャンバに
締結することが可能である。
【００３１】
　好ましくは、ロータハウジングは、フランジ又は中間締結部及び例えばＯリングタイプ
のシールを使用して、シールして締結される。このように、ロータハウジングは、チャン
バの内部容積を、液体と接触する下方部分と「シールされた」上方部分とに分離する。
【００３２】
　好ましくは、ポンプを制御するための１つ又は複数の電子基板は、チャンバの上方部分
に組み込まれる。より好ましくは、１つ又は複数の電子基板は、ねじ留め又はクリップ留
めによってカバーに接合され、カバーは、チャンバの上方部分に（例えば溶接によって）
締結される。
【００３３】
　同様に好ましくは、ポンプを制御するための１つ又は複数の電子基板は、ポンプケーシ
ングの外側に移される。
【００３４】
　圧力センサは、公知の任意の種類でよい。容量又は圧電抵抗タイプ又はひずみゲージタ
イプのセンサが好ましい。
【００３５】
　圧力センサは、測定要素を備える。測定要素は、様々な種類の材料から製造することが
可能である。測定装置は、セラミック、金属（具体的にはステンレス鋼）又は半導体から
製造されることが好ましい。
【００３６】
　圧力センサの電力供給及び動作の制御は、電子的に管理されることが好ましい。したが
って、圧力センサはまた、電気接続部を介して測定要素に電気接続されるプリント回路基
板（電子基板）を備える。
【００３７】
　本発明によれば、圧力センサは、ポンプケーシングに位置決めされ、一般に、ポンプの
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構成要素に組み込まれる。
【００３８】
　「組み込まれる」という用語は、例えばクリップ留め、ねじ留め、溶接等によって、セ
ンサをポンプの構成要素に締結する任意の方法を意味すると理解される。
【００３９】
　圧力センサがロータハウジングに締結される変形例では、圧力センサは、オーバーモー
ルド、溶接、結合、機械的組立（例えばクリップ留め、ねじ留め等）によってハウジング
の上方壁部に締結されることが好ましい。
【００４０】
　本発明によるシステムの一変形例では、圧力センサの電子基板は測定要素に接合される
。好ましくは、電子基板及び測定要素は、例えば接着によって、機械的固定（例えば圧接
による）を通して、好ましくはシールを使用して、オーバーモールドによって、ハウジン
グに固定される。圧接による固定が実際上優れた結果をもたらす。
【００４１】
　本発明によるシステムの他の変形例では、圧力センサの測定要素及び電子基板は別個の
ものである。
【００４２】
　好ましくは、ケーシングは、２つのチャンバ（シールされたチャンバ及び流体が存在す
るチャンバ）に分離され、測定要素はそれら２つの境界面にある。
【００４３】
　ロータが上述のようにハウジングにある場合、ハウジングは、境界面の少なくとも一部
分を構成することが有利である。
【００４４】
　本発明によるシステムの様々な実施形態は、このように認識することが可能である。
【００４５】
　第１の実施形態によれば、センサの測定要素及び電子基板は、ロータハウジングの側壁
に（例えば圧接、接着又は溶接によって）締結され、前記ハウジングのカバーを構成する
。この変形例では、ロータハウジングの上方壁部は、したがって、センサの電子基板と測
定要素とによって構成され、測定要素が流体と接触する。
【００４６】
　第２の実施形態によれば、測定要素及び電子基板は、ハウジングの内側側面、すなわち
流体が存在する側面のロータハウジングの上方壁部に締結される。圧力センサの電子基板
とポンプのＥＣＭとの間の電気接続がハウジングの壁部を通過できるように、オリフィス
がハウジングの上方壁部に作製される。
【００４７】
　第３の実施形態によれば、ハウジングの上方壁部は、２つの端部が設けられたダクトを
備え、一方の端部はロータハウジングの内部に通じ、また一方の端部には圧力センサの測
定要素が締結される。ダクトは、測定要素のみが、ハウジングからある距離でハウジング
に存在する流体と接触し、センサの電子基板が流体と接触しないように、ロータハウジン
グの直径よりもはるかに小さい直径を有することが好ましい。
【００４８】
　第４の実施形態によれば、測定要素は、ハウジングの上方壁部に作製された開口部の位
置でロータハウジングの上方壁部に締結され、センサの電子基板は、ハウジングからある
距離に締結される。好ましくは、電子基板は、ポンプを制御するための電子基板に組み込
まれる。センサの電子基板及びポンプを制御するための電子基板の組立体は、例えば、ポ
ンプケーシングのカバーにオーバーモールドされる。
【００４９】
　ポンプが液体（例えば尿素）タンクに液浸される場合、ポンプケーシングは、好ましく
はタンクの底部まで（少なくとも完全には）延在せず、かつフィルタに隣接しないベルの
形状の部分を備えることが好ましい。特に最も好ましくは、ベル及びフィルタは、ポンプ
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が（流体を供給するために）「前進」駆動するとき、流体がベルの下から、ベルの内面と
フィルタの外面との間の環状空洞を通して吸い上げられ、最後には機械的ポンプ要素によ
ってこのフィルタを通して吸い上げられるように、流体用の経路を創出するように位置決
めされる。
【００５０】
　言い換えれば、ベルは好ましくはその下方部に少なくとも１つの開口部を有し（この開
口部は、好ましくはその下方周辺全体を占める環状開口部であり、つまり、ベルは事実上
タンクの底部ではなくフィルタに載置される）、またベルは、その内面とフィルタの外面
との間に環状空洞を創出するように位置決めされ、この環状空洞を介して、ベルの下方開
口部を介してフィルタを通して液体を吸い上げることができる。
【００５１】
　この変形例の利点は、ポンプ及びフィルタがパージされた場合（例えば逆方向にポンプ
を回転させることによって、次に停止させることによって）、エアポケットがフィルタの
周りに形成され、これによって、ポンプが再始動されるまでフィルタが乾燥したままであ
ることが保証され、したがって、凍結の場合にポンプの再始動がより早くなることである
（この理由は、フィルタ中の氷による閉塞の形成がこうして確実に回避されるからである
）。
【００５２】
　液浸されたポンプ、フィルタ、上方ベルと下方チャンバとを有するポンプ本体を有する
変形例は、本発明によるポンプがタンクに液浸されたベースプレートに組み込まれる場合
に特に有利である。このようなベースプレートは、例えば、本出願人の名義の国際出願Ｐ
ＣＴ／ＥＰ２００７／０５５６１３号明細書に記載されており、その内容は、このため、
参照により本出願に組み込まれている。「ベースプレート」という用語は、一般に、タン
クの下方壁部の開口部を閉塞するように意図された取付けプレート又は平坦な部分（すな
わち、部分の厚さがその長さ又はその直径よりも小さい）を意味すると理解される。この
部分は中空でもよく、添加剤が流れることができるオリフィスを介してタンクと連通する
チャンバを画定することを指摘する。一般に、この部分は、自己閉成する任意の形状の周
辺部を有する。通常、その周辺部は円形形状である。好ましくは、このベースプレートは
、他の複数の能動的な貯蔵及び／又は計量要素を組み込み、特に最も好ましくは、添加剤
タンク中に確認されるか、そこから出るか又はそこに入る液体添加剤と接触させられる、
すべての能動的構成要素を組み込む。
【００５３】
　この場合、ポンプケーシングの下方チャンバは、ベースが設けられかつベースプレート
と一体に成形された略円筒状の壁部を備えることが有利である。好ましくは、ケーシング
はまた、この円筒状壁部とシールして組み立てられたカバーを備える。
【００５４】
　本発明はまた、ポンプと、少なくとも部分的にポンプを取り囲むフィルタとを備えるコ
ンパクトモジュールに関する。
【００５５】
　好ましくは、このモジュールは、前述したような液体タンクに液浸されたベースプレー
トに組み込まれる。
【００５６】
　したがって、本発明はまた、液体タンクに関し、このタンクでは、ポンプケーシングが
、下方部分に少なくとも１つの開口部を有するベルの形状の部分を備え、上述のようにポ
ンプが液浸され、ベルは、その内面とフィルタの外面との間に環状空洞を形成するように
位置決めされ、そのベルを介して液体をフィルタを通して吸い上げることができる。
【００５７】
　好ましくは、本発明はまた、ポンプが、タンク内に液浸されたベースプレートに組み込
まれ、かつポンプケーシングの下方部分が、ベースプレートと一体に成形されるベースが
設けられた略円筒状の壁部を備える液体タンクに関する。
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【００５８】
　本発明はまた、水／尿素共晶溶液を使用するＳＣＲシステム（車両の排気ガス内のＮＯ
ｘを選択的に触媒還元するためのシステム）における上述のようなポンプ又はタンクの使
用に関する。
【００５９】
　本発明は図１～図１１によって非限定的に示される。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明の好ましい一変形例によるポンプのある構成要素の垂直断面図である。
【図２】これらの同一の構成要素の分解図である。
【図３】これらの同一の構成要素の分解断面図である。
【図４】同様の変形例によるポンプ及び液浸されたベースプレートの垂直断面図である。
【図５】図４の変形例と同様の他の変形例によるポンプの一部分の拡大図である。
【図６】本発明の有利な一変形例によるポンプの回転アクスル及びロータの図面である。
【図７】本発明の有利な一変形例によるポンプの回転アクスル及びロータの図面である。
【図８】圧力センサをロータハウジングに締結する方法の様々な概略図である。
【図９】圧力センサをロータハウジングに締結する方法の様々な概略図である。
【図１０】圧力センサをロータハウジングに締結する方法の様々な概略図である。
【図１１】圧力センサをロータハウジングに締結する方法の様々な概略図である。
【００６１】
　これらの図において、同一の番号は同一の構成要素を示す。
【発明を実施するための形態】
【００６２】
　図１には、本発明の有利な一変形例によるポンプの磁気ロータ（４）を取り囲み、かつ
ディーゼルエンジン車両の排気ガスに尿素溶液を注入するように意図されるハウジング（
１）が示されている。ハウジング（１）は上方壁部（１’）を備える。ステータ（５）は
、ハウジング（１）の周り全体にわたって位置決めされる。圧力センサ（２）は、ハウジ
ング（１）の上方壁部（１’）に締結される。圧力センサは、ポンプを制御するための電
子基板（３）に電気接続される電子基板（図示せず）を備える。センサの電子基板は、電
子基板（３）にオーバーモールドするか又はその中に組み込むことが可能である。電子基
板（３）は、例えば、プリント回路基板（ＰＣＢ）から構成される。
【００６３】
　図２と図３は、ステータ（５）によって取り囲まれるハウジング（１）を示している。
ハウジング（１）の上方壁部（１’）の上方にＰＣＢ（３）があり、上方壁部（１’）と
ＰＣＢ（３）との間に、図１に示したような圧力センサ（２）を組み込むことが可能であ
り、このことは、具体的に図８～図１１に示される複数の方法で達成することができる。
【００６４】
　図４は、液浸されたベースプレート（１１）に組み込まれるポンプの変形例の断面図を
示している。ベースプレート（１１）は、それと一体に成形された尿素トラップ（１１’
）を備え、同様にベースプレートと一体に成形されかつエンジン（図示しない構成要素）
の排気ガスに尿素を供給するためのラインに接続されるように意図された出口パイプ（１
０）も備える。この変形例によれば、ポンプは、下方チャンバ（１３）とカバー（１２）
とを備えるケーシングによって取り囲まれる。下方チャンバ（１３）は、下方部分（６）
と上方部分（１４）とを備える。
【００６５】
　下方部分（６）は、フィルタ（７）を取り囲み、尿素トラップ（１１’）に存在する尿
素をポンプによって周辺開口部とフィルタ（７）とを通して吸い上げることができるよう
に、フィルタの底部に尿素トラップ（１１’）への周辺開口部を有する。ポンプは、ロー
タ（４）と機械的ポンプ要素（９）とに取り付けられる回転アクスル（８）を備える。ロ
ータ（４）は、尿素が循環しかつ下方チャンバ（１３）にシールして締結されるハウジン
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【００６６】
　ハウジング（１）、カバー（１２）及び上方部分（１４）は、尿素に対し不透過性のチ
ャンバを構成する。
【００６７】
　ハウジング（１）は、ステータ（５）を構成する磁気コイルによって取り囲まれる。ポ
ンプの操作は、少なくとも１つの電子基板（３）を備える制御器（図示せず）によって管
理される。
【００６８】
　図５は、ロータ／ハウジング／ステータ組立体を示している図４の変形例と同様の他の
変形例によるポンプの一部の拡大図を示している。この図では、ハウジング（１）は、フ
ランジ（１８）によって、かつＯリング（２０）によってシールして下方チャンバ（１３
）に締結される。ステータ（５）は、ねじ（１５）によって下方チャンバ（１３）に締結
される。
【００６９】
　図６には、図４に示したようなポンプの回転アクスル（８）が示されている。アクスル
（８）は、機械的ポンプ要素（９）に取り付けられ、ロータ（１６）に取り付けられるよ
うに意図された端部に平坦な部分（１６）を備え、その形状は、ロータ（４）がステータ
（５）との磁気結合によって駆動されるとき、アクスル（８）も駆動されて、機械的ポン
プ要素がポンプを通して尿素を搬送するための運動を生じさせることができるように、ロ
ータ（４）に作製された対応する形状部（１７）と協働できる。
【００７０】
　図８～図１１は、本発明によるシステムの様々な変形例を示している。
【００７１】
　図８は、圧力センサ（２）がハウジング（１）の上方壁部を構成する変形例を示してい
る。圧力センサは、圧接（ハウジングの横方向壁部の上方縁部を圧力センサの上に折り曲
げること）によって上方壁部に固定することが可能である。圧力センサ（２）は、測定要
素と、ポンプを制御するためのＥＣＭ（図示せず）に電気接続部（１９）を介して電子的
に接続される電子基板とを備える。
【００７２】
　図９の変形例では、圧力センサ（２）は、すなわち尿素が循環するハウジング（１）の
内側側面のハウジングの上方壁部に（例えばオーバーモールド又は接着によって）締結さ
れる。電気接続部（１９）がハウジング（１）の壁部を通過して、電子基板とＥＣＭとの
間の電気接続の確立を可能にすることができるように、オリフィスがハウジング（１）の
上方壁部に作製される。
【００７３】
　図１０の変形例では、ハウジング（１）の上方壁部は、２つの端部が設けられたダクト
（２１）を備え、一方の端部はハウジング（１）の内部に通じ、また一方の端部には圧力
センサ（２）が接続される。この変形例によれば、センサ（２）は、ハウジング（１）の
上方壁部からある距離において、ポンプ内を循環する流体と接触する。
【００７４】
　図（１１）の変形では、圧力センサ（２）の測定要素（２”）及び電子基板（２’）は
別個であり、接続部（１９）を介して電気接続される。測定要素のみが、ハウジング（１
）に作製された開口部と整列してハウジング（１）の上方壁部に締結され、電子基板はＥ
ＣＭに電気接続される。
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【国際調査報告】
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